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質
量
（
物
質）

保
存
則
と
エ

ネ
ル

ギ

ー

保
存
則
は
、

今
で

も
物
理
・

化

学
で

認
め
ら
れ
て

い

る
。

（
一

般
相
対
論
が

両

者
の

換

算
関
係
が

示
す
が

、

総
量
は

不
変

。）

だ
が
、

数
量

計
算
で

効
率
的
に

予

測
、

支
配
で

き
る

も

の

は、

「

現

実
」

に

は

多
く
な

い
。

生
き
も
の
、

気

象
、

ま

さ
に

地

震
の

予
測
は
不
確
か
で

あ
る
。

素
粒
子
の

デ

ー

タ

は

原
理
的
に
不
確
定
で
、

複

雑
系
の

物
理
学
は
、

一

個
の

素
粒
子
で

マ

ク
ロ

の

流
れ
も
変
わ

る

と

教
え

る
。

ラ

ヴ
ォ

ワ

ジ
エ

は

物
質
の

保

存
を

証
明
せ

ず、

こ

の

仮
定
の

上

に

「

新
化
学
」

を

打
ち
立
て

た
。

マ

イ
エ

ル

は

自
然

哲
学
か

ら
、

ヘ

ル

ム

ホ

ル

ツ

と

ジ
ュ

ー

ル

は
、

熱
力
学
の

方
程
式
の

計
算
と

誤
差
の

あ
る

実
験
か

ら、

エ

ネ
ル

ギ
ー

保
存
の
一

般
論
に

飛
躍
し
た

。

　
こ

れ
が
で

き
た

は
、

プ
ロ

テ

ス

タ

ン

ト
思
想
に
支
え
ら
れ
、

カ

ン

ト
哲

学
の

徴
す、

理
性
の

支
配
す
る
現
象
界
の

必
然
を
信
じ
た

か

ら
で

あ
る

。

「

自
然
」

へ

の

支
配
と

管
理
へ

の

問
い

は
、

宗
教
の

「

精
神
性
」

へ

の

問

い

で

も

あ
る

。

「

外
面
」

の

物
質
を
支

配
す
る

「

内
面
」

の

「

純
粋
な

精

神
性
」

と
は
、

「

科
学
」

の

仮

面
を
被
っ

た
「

一

神
教
」

に

他
な
ら
な
い

。

カ

ト
リ

ッ

ク
の

ガ
リ

レ

イ

で

さ
え

、

「

数
学
の

言
葉
で

書
か

れ
た

第
二

の

聖
書
」

と
し
て、

物
質
を
研
究
し
て

い

た
。

宗
教
的
な
合
理

性
か

ら

は

み

出
た

く

余
り

V

が
、

震
災
や
原
発
事
故

、

放
射
性
廃
棄
物
と

し
て

具
体
化

し
た
の

で

あ
る

。

　
こ

の

〈

余
り

〉

の

と
こ

ろ

に、

加
持
祈
疇、

咒
な

い

の

力
が
働
か

な
い

と
の

証
明
は

な
い

。

だ

が、

我
が

国
の

〈

う
ぶ

す
な

〉

の

祀
り
や
、

仏
教

に
も
欠
か

せ
な
い

こ

れ

ら

が
「

呪

術
」

と

し
て

、

「

宗
教
」

と

別
扱
い

す

ら
さ
れ
る

。

キ
リ

ス

ト

教
神
学
が
、

宗
教
学
の

根
方
に

食
い

入
っ

て

い

る

か
ら
で

あ
る

。

　

相
手
方
と

の

遣
り
取
り
で
、

何
ら

か

落
と

し

所
を

探
る

。

人
間
の

都
合

で
、

必
然
の

支
配
を

物
質
に

課
す
予
測
で

な

く
、

〈

お

互
い

様
〉

で

の

共

存
を

図
る

構
え

　

こ

れ
が

咒
な
い
、

加
持
祈

疇、

占
い

に

他

な
ら

な

い
。

あ
ち
ら
か

ら

の

働
き
か

け
は、

崇
り、

報
ら
せ
、

お
蔭

、

護
り、

霊

験
な
ど
で

あ
る

。

こ

れ
と

祈
り、

拝
み

と

の

出
会
う
と

こ

ろ

に
、

祀
り
が

成
り
立
つ

。

天
地
山
川、

草
木
鳥
獣
の

精、

霊
、

神
な
ど

、

生

死
共
々

の

人
間
が
、

幅
広
く
視
野
に

入
る

。

震
災
の

死
者
さ
え
平

凡
な

数
字
と
な
る

年
間
一

万
人
の

交
通
事
故
死

者
は、

す
で

に

捧
げ
ら
れ

た
生

け
贄
か

も

知

れ

な
い

。

「

加
害

者
」

個
人
の

責
任
に

丸
め

た

処
罰
は
、

祓
い

と

見
做
し

得
る

が
、

便
利
と

引
き
換
え
の

「

悪
魔
と

の

契
約
」

に

近
付
い

て

い

る
。

　
「

科
学
的
証
明
」

は

な
い

が、

否
定
の

証
明
も
な
い
。

仮
に

否
定
で

き

て

も
、

そ
の

方
法
の

み

が

唯
一

絶
対
と

の

保
証
は
、

ど

こ

に

も
な
い

。

放

射
能
に

は

恐
る

べ

き
力
が

宿
る

が、

物
質
に

は

違
い

な
い

。

核
エ

ネ
ル

ギ

ー

を
特
別
視

す
る

の

は
、

「

神
の

造
っ

た

最
小
単
位
」

と

し
て

「

原
子
」

を

想
定
し
た
イ

ス

ラ

ム

化
学
と
、

こ

の

影
響
を

受
け
た

キ
リ
ス

ト

教
近

代

科
学
の

、

つ

ま

り
こ

れ

も
「

仮
面
の
一

神
教
」

の

偏
見
で
あ
る

。

本
居
宣

長
の

明
言
し
た

、

強
い

力
の

発
現
を

神
霊
の

徴
し
と

見
る

〈

う
ぶ

す
な

〉

の

心
構
え
か
ら

も
、

放
射
能
に

霊
力
を

認
め

、

鎮
め

て

祀
る
こ

と
が

導
か

れ

は

し

な
い

か
。

放
射
能
は
、

譬
え
で

な
く
祟
り
神
で

あ
る

。

古
来
の

思

想
が

新
た
な

経
験
に

触
れ、

「

未
来
の

環
境
モ

デ

ル
」

と

し
て

顧
み

ら

れ

る

機
に、

臨
み

つ

つ

あ
る

か
も
し
れ

な
い
。

モ

ノ

た
ち
と
の

共
生
き
と

癒
し

1
臨

床
と
仏
道
の

環
境
観

　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

戸
田

　
游
晏

　
本
稿
は、

「

臨
床
」

を
、

生

身
の

か

ら

だ

が

参
入
す
る

、

癒
し
の

実
践

の

場
で

の

互

恵
的

営
み
、

と

捉
え
た
い
。

「

被

災
」

は

既
に
、

其
処
此

処
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の

環
境
凡
て

に

及
ぶ

。

「

仏

道
」

を
自
我
を

頼
ま
な

い

自
ず
か
ら

の

お

こ

な
い

と

見
る

な
ら、

お
こ

な
い

を

支
え
る

の

は
、

あ

ま
ね

き
有

情
・

無

情
・

非
情
の

モ

ノ

た
ち
の

、

共
に
生

き
共
に

死
に

ゆ

く

場
で

あ
る

。

そ
こ

に

主
役
は
な
い

。

と
り
ま
く
自
然
や

社
会
を
状

況
と

見
る
人
間
主
体
を
脱

し
な
い

環

境
観
を
超
え、

世
界
の

総
体
を

〈

臨
床
の

場
〉

と

見
做
せ

な
い

だ
ろ

う
か

。

　

癒

し
は

、

特
別
な
霊

地
・

聖
地

に

で

は
な

く
、

何
処
に
で

も

生
じ

う

る
。

中
村
雄
二

郎
は
ト
ポ
ス

と
コ

ー

ラ

ー

（
『

テ
ィ

マ

イ
オ

ス
』

）

を
踏
ま

え
て

「

場
の

力
」

に

言
及
し、

近

代
用
語
法
の

ひq
Φ

巳
ロ

巴
on
剛

を
「

臨
床

の

知
」

概
念
に
伴
い

提
示
し
た

。

場
の

力
は
、

広
義
の

治
療
者
ら
に
、

優

れ
て

看
取
・

感
受
さ
れ

る
。

場
所
に

生

じ

得
る

事
象
群
は
、

訪
れ

、

居

り、

住
ま
う
治
療
者
ら
の

資
質
と

力
量
に

依
存
す
る

。

　

神
霊
と
一

体
化
し
た

り
か
ら
だ
を

社
に

神
を

降
ろ

す
人
々

、

肌
身
に
持

仏
を

懐
き
遊
行
漂
泊
し
法
施
す
る

聖

た

ち
が
い

た
。

か
れ
ら
は

移
動
す
る

寺
社
と

も

言
え
よ

う
。

「

肚
」

が

男
神
女

神
の

「

宮
」

と

な
っ

た
北

村
サ

ヨ

は
、

戦
後
間
も

な
く
国
内
外
を
遊

行
し、

時
を
惜
み
説
法
を
重
ね
た

。

修
法
師
N
師
は

堂

宇
を

失
っ

た
時、

家
族
に
「

私
が

F
院
だ
」

と

言
い

き

か

せ

た
。

ALS

患
者
甲
谷
氏
は

吹
雪
の

日
も
酷
暑
の

H
も
寝
椅
了
で

近

隣
寺
社
を
巡

行
す
る

。

彼
は

「

か

ら

だ
が

広
が

る
…

自
他
の

区
別
が

な
く

な
る
」

と

語
っ

た
。

　

徳
川
幕
府
は

僧
侶
神
主
の

医
療
行
為
を

禁
じ

た

が
、

例
外
に
法
華
祈
濤

僧
の

「

狐
落
と
し
」

が
あ
る
（
中
井
久
夫）

。

近

代
に

憑
依
は

医
療
の

対
象

と

な
る

が
、

経
験

豊
か

な
医
療
者
ほ

ど

精
神
疾
患
と

憑
依
状
態
の

鑑
別
の

困
難
を

指
摘

す
る

。

修
法
師
は
、

騎
Φ

⇒

ご
ω

δ
皀

と

関
わ
る

地

鎮
祭
や

家

祈
疇
を

行
う
が

、

精
神
科
医
の

往
診
も

「

土

俵
」

を

離
れ、

異
質
に

飲
ま

れ

ず

秩
序
を

齋
そ

う
と

す
る

。

「

家
」

の

oq
Φ

三
自
゜・

δ
皀

は

「

悪
霊
」

「

邪

霊
」

と

翻
訳
し

切
れ
な

い
。

ゆq
Φ

巳
β
ω

は

鉢
植
や
ベ

ッ

ト
に

宿
る
か
そ

れ

自
身
で

も
あ
ろ

う
。

　

薬

物
療
法
が

有
効
で

な
か
っ

た

頃、

憑
物
落
し

に

代
り
精
神
療
法
が

即
ω

雷
匡
Φ

の

の

如
き

「

異

能

者
」

に

よ

り
行
わ

れ

た
。

当
の

oり
Φ
国

二
 
ω

は

自
我
の

主
体
性
の

堅
持
が

治
癒
へ

の

絶
対
前
提
条
件
と

主

張
し、

殊
に

自

我
と

環
境
が

融
合

す
る

境
地
を

否
定

す
る

。

そ
こ

に、

モ

ノ

（
非
人

間）

に

な
る

こ

と
へ

の

根
深
い

恐
れ

が

窺
わ
れ

る
。

ω

鵠
二
 
ω

も

霜
山

徳

爾
も
動
物
の

癒
し
の

力
に

言
及
す
る

が
、

イ
ル

カ

や
犬
猫
を

人
間
の

治
療

を

目

的
と

す
る

用
材
と

見
る

発

想
は、

自
我
中
心

主
義
と

無
縁
で

は

な

い
。

人
間
の

心
の

内
な
る

部
分
の

投
影
対
象
で

あ
る
以

上
の
、

相
方
た

ち

と
の

対
等
性
や

互

恵
性
は
、

必

ず
し

も
想
定
さ

れ

て
い

な
い

。

こ

れ
は
、

キ

リ
ス

ト
教
文
化
圏
に
限
っ

た

偏
り
で

は

な
く

、

仏
教
教
義
も
ま
た
、

人

間
を
の

み

相
手
と

す
る

。

た
だ

し、

そ

れ
は

教
理
・

経

論
の

域
に

限
ら

れ
、

実
践
場
面
の

様
相
は

ま

た

異
な

る
。

　

治
療
と

環
境
の

関
係
を

検
討
し
た

「

風
土
臨
床
」

は
、

沖
縄
の

祭
祀
空

間
に

働
く
力
を
参
考
に

臨

床
実
践
方
法
を

拡
充
し
よ

う
と

の

野
心
的
試
み

で

あ
る

。

だ

が、

調
査
の

進
め

方
と

採
取
デ
ー

タ

の

分
析
と

解
釈
に
お

い

て
、

メ

タ
方
法
論
と

し
て

の

心

理
学
主

義
の

問
題
性
が
、

如
実
に

浮
き
上

が
っ

て

し
ま
っ

た
。

　

修
法
師
の

憑
モ

ノ

落
し

で

は
、

モ

ノ

と
の

間
に
交
渉
可
能
な
対
等
の

関

係
が

成
り
立
つ

。

こ

の

対
等
性
・

互

恵
性
が、

近
代
心
理
学
と
の

明
瞭
な

異
な
り
で

あ
る

。

そ
こ

で

生
じ

る

癒
し

は
、

社
会
的
に

結
ば

れ
た

契
約
に

基
づ

き
成
り
立
つ

よ

う
な
、

分
か
り
易
い

も
の

で

は

な
い

。

加
持
祈
疇
の

従
事
者
に
は
、

守
護
神
霊
へ

の

篤
い

親
愛
と

信
頼
感
が

窺
わ

れ
る

。

互

恵
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的

信
頼
は

、

「

お
任
せ
」

と
い

う
在
り
方
に

優
れ
て

表
れ

る
。

「

わ
た
し

が

治
す
の

で

は

な
い
」

、

つ

ま
り、

自
我
（
H6

げ
）

を
頼
み
と
は

し

な
い

の

だ
。

　

実
践
面
で

祈
禧
と

精
神
療
法
共
に、

相
当
の

実

効
性
が

認
め
ら

れ
る

な
ら

、

効
力
の

源
と

な
る

更
な
る

共
通
の

或
い

は

近
似
の

基

盤
と

し
て

〈

場〉

の

力
に

着

目
し

た

い
。

要
す
る

に、

ぴq
 

巳
o
°・

δ
皀

と
は
、

「

力
」

で

あ
る
。

〈

臨
床
の

場
〉

に

生
じ
て

い

る

事

態
の

優
れ
た

言

語
化
と

し
て

「

主

客
の

融
合
」

が

あ
る

。

ω
 
餌
「冖
Φ
ω

が

懸
命
に

忌
避
し

た、

自
（
我
の

か
ら
だ
）

と

他
（
環
境
）

の

融
合
は
、

熟
達
の

く
臨

床
の

場
V

で

は
、

不

安
を

解
き
ほ

ぐ
す
護
り
と
な

り、

そ

れ
が

癒
し

の

力
へ

と
連
な
っ

て

い

く

の

で

あ
る

。

パ

ネ
ル

の

主

旨
と
ま

と
め

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　

戸
田

　
游
晏

　

日
本
仏
教
は

、

印
度
か

ら
東
ア

ジ

ア

を

経
た

思

潮
が
、

土

着
の

心
性
と

融
A
口

し

て

形
成
さ

れ

た
。

仏
典
に

な
い

「

山
川
草
木
悉
皆
成
仏
」

が

重
要

な

仏

教
思

想
と

し
て

流

通
す
る

こ

と

に、

こ

れ
が

現
わ

れ

て

い

る
。

だ

が
、

諸
物
に

魂
を

認
め

つ

つ

森
羅
万
象
と

対
等
に

付
き
合
う
の

は
、

ジ

ャ

イ

ナ
教
・

原
始
仏
教
発
祥
の

頃
よ

り
の

エ

ー

ト

ス

で

も

あ
っ

た
。

仏
の

教

え
に

出
会
っ

た

人
々

は
、

洗
練
さ
れ

た
哲
学
的
教
理

に

で

は
な

く
、

万
物

と
の

共
生
観
に
感
応
し

た
の

で

は

な
か
っ

た

か
。

　

杉
岡
は

ジ

ャ

イ

ナ
教
の
、

六
生

類
を
平
等
と
し
、

共
に

生

き
る

生

命
観

を

示
し
た

。

こ

れ

を
ア

ニ

ミ

ズ
ム

（
人
間
中
心
主

義
か
ら

の

進
化
論
）

で

解
釈
す
る
の

は

誤
謬
で

あ
る

。

な
ぜ

な
ら、

六
生

類
は

い

ず
れ

も

が
霊
魂

（
冒
く
p）

を

有

す
る

が
ゆ

え
に

平
等
で

あ
り

、

人
の

心
の

映
り
込
み

で

は

な

い

か

ら
で

あ
る

。

　

永
原

は
、

世

界
的
に

注
目
さ

れ
る

バ

イ
オ

リ
ー

ジ

ョ

ナ
リ
ズ
ム

が
凵
本

人

に
と

っ

て

は

元
よ
り

馴
染
み

深
い

と

す
る

。

「

山

姥
」

を
は
じ

め

能
に

は
、

人
と

対
等
に

対
話
す
る

自
然
の

有
り
様
が

見
て

取
れ
る

。

新
作
能
に

は
、

「

無

明
の

井
」

（

臓

蕃

移
植

問
題）

「

原
子

雲
」

（
広
島
原

爆
犠

牲
追

悼）

等
が

あ
る

。

宗
教
学
に

は
、

自
然
と

の

対
話
を

取
り
戻

す
方

策
を
探

る

課
題
が

あ
る

の

で

は

な
い

か

と

提
案
し
た

。

　
い

ま
や

、

事
故
で

漏
れ

出
し

た

放
射
性
物
質
と
の

「

共
生
き

」

は

避
け

ら

れ

な

い
。

馴

染
み

深
い

「

心
の

内
側
」

の

探
求
を
超

え
出
な
い

限
り

、

定
め

論
と
な
り

現
状
の

追

認
に

と

ど

ま
る

。

そ
の

対
極
と

見
做
さ
れ
が
ち

な

「

エ

ン

ゲ

ー

ジ
」

運

動
へ

の

傾
斜
も
ま
た
、

精
神
の

物
質
支
配
に

再
び

近
づ

き
か

ね
な
い

。

　

實
川
は

、

物
質
と

の

関
係
は、
「
お

互
い

様
」

で

の

共

存
が

本
来
だ

と

し

た
。

自
然
へ

の

支
配
を

は
か

る

科
学
技

術
は

仮
面
を
つ

け
た

＝

神

教
」

で

あ
り

、

物
質
は

力
あ
る

祟
り
神
と

し
て

祀
り
上

げ
て

こ

そ
相
応
し

い

と

提
起
し

た
。

放
射
能
を

「

超
越
」

領
域
と

見
る

の

で

は
、

一

神
教
の

延
長
だ
と

い

う
。

　

祀
り
に

類
す
る

民
俗
宗
教
事
象
に
関
し、

癒
し
や
救
い

の

実
効
性
を
参

照
す
る

研
究
は

殆
ど

行
わ
れ

て

い

な
い

。

こ

れ
は

近
代
宗
教
学
で

の
、

プ

ロ

テ

ス

タ

ン

ト

由
来
の

内
面
主

義
の

墨
守
を

示
す

。

戸
田
は
、

自
然
と
の

対
等
な

付
き
合
い

の
一

つ

で

加
持
祈
蒋
と

総
称
さ
れ
る

宗
教
的
治
療
や
仏

道
の

営
み
に

、

場
（
環
境）

の

力
の

機
能
を

鑑
み
つ

つ
、

臨
床
実
践
方
法

論
と

の

対
比

を

試
み

た
。

　
コ

メ

ン

テ

ー

タ

の

森
岡
が
、

人
中
心
の

モ

ノ
・

物
質
へ

の

関
わ
り
に

反

省
を

徹
底
し

、

古
代
の

知
と

行
か
ら

学
ぶ

時
機
を
迎

え
て

い

る

と

評
し

た
。

災
い

と
同

時
に

力
を

も
ら

う
ダ
イ
ナ
ミ

ズ
ム

が
行
の

根
幹
で
、

臨
床

102（824）

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


